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いかんによるとされつつある。
生体防禦の科学，微生物体の科学の進歩と相まって，
新しい観点からの薬剤開発が望まれる所である。 
5-2. 真菌症ー特に真菌の寄生形態一
宮治 誠(庸研・魔敗研究部)
真菌が人体に感染を起こすとき，真菌側に立って考え
てみると厳しい環境下での生存を余儀なくされる立場に
立たされている。このような悪環境で生存していかなけ
ればならぬ真菌はその環境に必死となって適応し，一部
のものはさらにその悪環境をも住みよい環境へと変えて
いく。このことは自然界における発育と人体に寄生した
時の形態が異なってくることによって認めることができ
る。人体に感染を起こした真菌の寄生形態は大きく分け
てみつつの形態に分類することができる。すなわち (1)
酵母または酵母様の形態を示す場合。 (2)酵母または酵
母様の形態と菌糸の二形態が混じり合っている場合。 
(3)菌糸のみ発育している場合である。今回は感染部位
(浅在性，深在性または各臓器)ならびに病変の強弱に
より真菌がいかに形態を変えていくかを主に Tricho-
phyton rubrum，Sporotrichum schenckii，Aspergil-
lus fumigatusを例にとり説明した。 
5-3. 内科領域における難治性感染症
小林章男(中検・ー内)
医学の進歩に伴い，より重態な患者が治療の対象とな
ってきた。これらの患者は感染症におかされやすく，し
かも難治性で，その管理は以前にもまして重要となって
きている。
感染症を難治たらしめる要因には第一に年令が関係
し，未熟性，高令が問題となる。全身的に感染防禦能が減
退する疾患としては，白血病その他の血液疾患，悪性新
生物，糖尿病，肝硬変，さらに先天的に感染防禦機能が
減退する諸疾患があげられる。医原的には免疫抑制，抗
癌，ステロイド剤の投与，放射線照射が問題となる。局
所的因子としては膿療形成，異物の存在，医原的には尿
道，静脈，気管カテ{テJレの使用で難治性となる。また
解剖学的に難治性になりやすい場合として，慢性気管支
炎，腎孟腎炎および心内膜炎等があげられる。
本講座ではこれら難治性感染症の数例をあげ説明し
た。われわれは常に難治性因子を念頭におき，きめ細い
治療計画をたて感染症を管理する必要がある。 
5-4. 小児科領域における難治性感染症
一特に下気道感染症ー
上原す Y子(小児)
小児科領域でも難治性感染症は Host-Parasite Re-
lationshipの上から考察すべきで，内科で総説された条
項は小児でも重要である。今回は重復を避け，小児科で
しばしば直面する問題を自験例を中心に述べる。幼若小
児ほど症状の発現が非典型的で感染症の診断の困難なこ
とがまず指摘される。検体採取部位・分娩経過・母体の
感染に注意することが幼若乳児に後遺症の多い化膿性髄
膜炎(グラム陰性梓菌 GNBやListeria)や敗血症の
早期診断治療に必須である。下気道の難治性感染症で
は，ブ菌性膿胸， GNB殊に緑膿菌性肺炎が幼若手L児に
多く，後者では基礎疾患の上に起こり予後不良である。
われわれは H.influenzae殊に typeb (時に肺炎球菌
合併)が小児の慢性気管支炎および気管支拡張症の増悪
にほぼ全例に密接に関与することを証明した。耐性の問
題が少ないにもかかわらず完全治療は難かしい。 IG欠
乏例は見出されないが，再燃の要因としてアレルギ~，
副鼻腔炎の共存，気管支粘膜の squamousmetaplasia 
などが重視されよう。 
5-5. 皮膚科領域における難治性感染症
一特に梅毒についてー
岡本昭二(皮宥)
皮膚科領域には細菌，真菌，ウィルス， トレポネマな
どに由来する感染症がある。生体側にその原因が考えら
れ，抗生物質の投与によっても軽快しない膿皮症として， 
Pyoderma gangrenosumおよび Pyo・Rhino-Blepharo-
Stomatitis Vegetans (McCarthy-Hornstein) の症例
を報告した。また， 抗真菌剤の進歩にもかかわらず生
体側に原因をもっ難治な皮膚真菌症として， Hauser-
Rothman型カンジダ性肉芽腫を報告した。生体の感染
防禦に欠陥をもっ皮膚ウィルス感染症として， SLEに
帯状癌疹の合併した症例を報告した。さらに，梅毒感染
において， Treponema pallidumに有効な抗生物質が
用いられて，臨床的に十分な治療効果があげられている
にもかかわらず，梅毒血清反応が長期に陽性を続けてい
る点に言及し，生体内で Treponemapallidumが長期
的に残存する可能性を論じた。 
5-6. 腎移植患者の感染症
岡村隆夫(二外)
腎移植後に伴なう感染症は患者の予後に重大な結果を
及ぼす。抗免疫剤を長期連用する点から常に感染を受け
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やすく，われわれの症例においても各種の肺感染症，手
術野からの感染，腹膜炎，尿路感染などを経験してい
る。特に死体腎移植では術前準備が不十分なため感染の
機会が多い。また慢性腎不全患者は感染に対する抵抗力
が弱いため，予防的に抗生物質を投与しなければならな
いため，生体内の細菌叢の分布が不安定となりやすく，
真菌症の発生はいわゆる難治性感染症として，しばしば
致命的な結果をももたらす。肺感染症を中心にその起炎
菌特にクリプトコッカスによる感染症について症例を供
覧した。移植後に伴なう感染症の特長的なことは①進展
が早いこと，②移植後長期経過せるものでは真菌感染が
多いことなどで，プレドニンを使用していることは治療
面からみて適格なる処置を行なえば容易に治癒せしめ得
るが，治療方針が誤まればすぐ悪化する危険性があり，
そこに早期発見と治療方針の確立が望まれる。
〔編集後記ユ
巻頭の著者米沢教授は千葉医学会の総務幹事です。<> 
すでに何回か千葉医学会総会の総司会をされ，その都
度“年報"を出したりして，本会の発展に努力されてき
ました。今年 5月に予定されている総会で幹事改選が行
なわれ，他の 3幹事(会計・集会・編集)とともに交代
される予定になっています。その意味で「追出しコン
ノ-eJを読んでいただけると，述べられている内容が非常
によくわかると思います。望むらくはその任期終了時
(おそらくは 12月)に，美しい追出しコンパが行なわ
れんことを。
。総説の著者岡本教授はすでに本誌 47巻2号の“さ
えら"で紹介されているように，本学部皮膚科の新しい
主任。この 1，2年休止期に入っているとはいっても，
なお楽観をゆるさない梅毒の問題をとり上げておられ，
この研究は先任の竹内名誉教授時代からの主要テーマの
ひとつであったためもあって，その治療と血清反応にか
ぎってみても，このように深みのあるものとしてまとめ
ていただけました。また講座の山中氏は本誌の上顧客と
もいうべき人で，今までにもご寄稿いただいているので
すが，今回は図 7，表 16という内容でもおわかりのよ
うに，まことに明快な，ユニークな形で乳児筋性斜頚を
解説して下さいました。講座のあり方の新しい型を示さ
れたものとして，大いに歓迎いたします。
く〉 原著は 8篇で，そのうち 4篇はがんに関するもの，
瀬川氏は統計学的な立場から，小野田氏は病理組織学的
見地から，塚田，久賀両氏は診断学的に，それぞれの研
究を発表されています。林氏は肝疾患と血清免疫グロプ
リンの意義について，石橋氏は粉塵や刺激性ガスの気道
系への影響について，それぞれ今目的な問題についての
報告，荒木氏と漆原民は欧文で，牌や胆のうのリピッド
の問題について生化学的な検索を行なっておられます。 
0 腐研の新井教授が昨年訪ソされたことをうかがい，
ソ連科学アカデミーのことなどについて研究余話をお願
いしました。いわゆるカーテンの向うのことは，ぽつぽ
つとしか情報が入って来ませんので，アカデミーの構成
や学園都市のありさま，研究所の部門の様子，そして得
られた印象など，すぐれた描写力によって手にとるよう
にわかります。ぜひともご一読下さい。さえらには牧野
・奥田・木村 3教授の紹介が， くるつふあっせんには本
宮氏の大気汚染物質としての二酸化窒素について，らい
ぶらりいには最も新しく出たドイツの脈管学の本の紹介
が載っています。これもご一覧いただければ幸いです。 
0 さて昨年 1月 13日に行なわれた千葉医学会学術大
会，千葉県医学会学術大会，日医医学講座の連合大会は
，集まるものはそれほど多数ではありませんでしたが，
盛り上がった雰囲気の中で行なわれ，金子東芝中央病院
内科部長，橘第二生化学教授のふたつの特別講演，松本
教授の司会による交通事故による脳障害についてのシン
ポジウムとも，それぞれ聴きごたえのあるものでした。
その抄録が P441--448にあります。また昭和 46年度の
千葉大学医学部公開講座は，大学院教務委員会が，各教
室の委員とはかり，時期や主題をえらび，またあらかじ
め抄録を配布するなどの努力を重ねた結果，地下会議室
にあふれる程の聴講者を集め，内容的にも充実したもの
となりました。その抄録集は，第 6回佐藤外科例会(演
題 60，発表者延 135名)の抄録集とともに巻末におさ
めました。
。昨年 12月の末に，編集委員会委員の第2回の一部
入れ替えが行なわれました。 1月から 3月までは新!日委
員が一緒になって 5号， 6号の編集および， 48巻の刊
行計画に参加していただいています。 48巻ではまた新
しい企画などが登場する予定ですが，新委員会の編成
や， 48巻の刊行計画の内容については，次号の後記そ
の他でお知らせすることにします。(萩原弥四郎)
